
雇
用
に
関
す
る
様
々
な
面
か
ら

　
　
　
　会
員
企
業
へ
事
業
で
サ
ポ
ー
ト

雇
用
に
関
す
る
様
々
な
面
か
ら

　
　
　
　会
員
企
業
へ
事
業
で
サ
ポ
ー
ト

●ご利用いただける方
　マル経融資の条件に加え、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、最近1カ月
間の売上高または過去6ヵ月（最近1カ月を含みます。）の平均売上高が前6年のい
ずれかの年と比較して5％以上減少しているまたはこれと同様の状況にある方

●ご利用いただける方
　新たに事業を開始後3ヵ月以上の事業者であって、雇用者給与等支給額（注1）の
総額が最近の決算期と比較して2.5％以上増加する見込みがある方（最近の決算期に
おいて既に増加している方を含み、最近の決算期において雇用者給与等支給額の支出がない方を除きます。）

会員限定
小規模事業者経営改善資金マル経融資マル経融資

貸付
金利

返済
期間

対象者（以下のすべての要件を満たす方）
　▶総社市内（昭和、清音、山手地域除く）で1年以上営業していて、納付すべき税金をすべて完納している。
　▶従業員（役員、家族、パート除く）が商業・サービス業は5名以内、商業・サービス業以外は20名以内。
　▶商工会議所の経営・金融に関する指導を原則6か月以上受けている。

1.25％
（令和6年4月1日現在)

運転
資金

設備
資金７年

( 据置１年以内 )
10年
( 据置２年以内 )

融資限度額

2,000万円
融資限度額

2,000万円 低金利低金利無担保・
無保証人
無担保・
無保証人

□ コロナマル経（令和6年6月末まで）

□ 賃上げ貸付利率特例制度

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている方

マル経融資と併用できる特例制度

融資限度額
別枠１，０００万円

マル経融資の金利
－０．５％

●貸付利率　マル経融資の利率－０．５％（貸付日から３年間）
●ご返済期間（うち据置期間）　設備資金20年以内、運転資金20年以内（５年以内）

（注1） 雇用者に対する給与等の支給額のことをいいます。雇用者には、パート、アルバイトおよび日雇い労働者
　　　も含めますが、法人の役員および個人事業主の家族従業員は含めません。

●貸付利率
　各融資制度に定める利率－0.5％（貸付日から2年間） （※）利率の下限は0.3％

総
社
商
工
会
議
所
が
運
営
す
る
、
会
員
事
業
所
を
中
心
に
「
総
社
の
特
産
品
」
を

総
社
商
工
会
議
所
な
ら
で
は
の
組
み
合
わ
せ
で
楽
し
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

ふ
る
さ
と
ま
る
っ
と
。
　ふ
る
っ
と
総
社

総社商工会議所 検索
TwitterHP

IP電話（050）3540-9133

https://soja-cci.sakura.ne.jp/cci/

--
月

2

１

������
2024

5
会社で使う仕事マナー研修

雇用に関する様々な面から
会員企業へ事業でサポート

（1）　令和6年5月1日 総 社 商 工 会 議 所 会 報 第709号

の
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す
た

め
の
取
り
組
み
～
」
に
つ
い
て

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
い
つ
で
も
視
聴
！

セ
ミ
ナ
ー
の
視
聴
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
ご
視
聴
を
ご
希
望
の
方
は
総
社
商
工
会
議
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
社
商
工
会
議
所
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

岡
山
指
月
㈱	

松
本　

陽
向

吉
備
信
用
金
庫	

近
藤
ゆ
ひ
の

　
　

同	

瀧
上　

朝
香

　
　

同	

中
山　

幹
康

総
社
市
消
防
本
部	

武
鑓　

幹
太

総
社
市
役
所	

新
山　

光
咲

総
社
市
立
き
よ
ね
認
定
こ
ど
も
園	

			
	

氏
平　

知
佐

土
井
建
設
㈱	

香
西　

翼
希

ヒ
ル
タ
工
業
㈱	

松
浦　

健
太

ワ
タ
ナ
ベ
工
業
㈱　

	

堀
本　

誠
志

　
　
　
　
　
（
事
業
所
50
音
順
・
敬
称
略
）

◉
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

グループディスカッションの様子

　

去
る
４
月
9
日
（
火
）、
国
民

宿
舎
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
に
て
、

今
春
高
校
・
大
学
等
を
卒
業
し
、

市
内
21
の
事
業
所
に
就
職
し
た
新

入
社
員
を
歓
迎
激
励
す
る
「
令
和

６
年
度
新
卒
就
職
者
歓
迎
研
修

会
」
が
同
実
行
委
員
会
（
当
商
工

会
議
所
な
ど
５
団
体
）
主
催
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
式
典
で
は
、
片
岡
聡
一

総
社
市
長
、
清
水
男
雇
用
開
発
協

会
会
長
（
商
工
会
議
所
会
頭
）
が

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
し
新
し
い
顔
を

迎
え
、
そ
れ
に
応
え
て
、
新
入
社

員
１
０
０
名
を
代
表
し
て
サ
ン

コ
ー
印
刷
㈱	

川
田
彩
乃
さ
ん
よ

り
「
一
日
も
早
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
慣
れ
、
仕
事
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
」
と
決
意
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に
就
職
し

た
先
輩
社
員
か
ら
〝
職
場
で
の
体

験
文
〝
を
募
集
し
51
編
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
10
編
が
優
秀

賞
と
し
て
選
ば
れ
、
同
席
上
で

そ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
代
表

　

３
月
25
日
（
月
）、
サ
ン
ト
ピ

ア
岡
山
総
社
マ
ス
カ
ッ
ト
ホ
ー
ル

に
て
、
第
１
２
３
回
商
工
会
議
所

通
常
議
員
総
会
が
役
員
・
議
員
51

名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
冒
頭
に
清
水
男
会
頭

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
続
く
議
事
に

入
る
と
令
和
６
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
と
、
一
般
会
計
と
中
小
企

業
相
談
所
会
計
な
ど
収
支
予
算
書

（
案
）
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
詳

細
に
説
明
、
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
研
修
で
は
、
コ
ォ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱	

窪
田
司
氏
を

迎
え
、「
総
社
市
の
人
口
動
態
か

ら
見
る
新
社
会
人
流
出
～
地
元
で

研
修
の
ポ
イ
ン
ト

　

総
社
地
区
雇
用
開
発
協
会
（
事

務
局
：
当
商
工
会
議
所
）
で
は
総

社
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
総
社
の

協
力
の
も
と
、
３
月
16
日
（
土
）

天
満
屋
倉
敷
店
６
F
会
議
室
に

て
「
就
職
を
考
え
る
！
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
就
職
者
の
４
割
が
３
年

以
内
に
離
職
し
て
い
る
と
の
デ
ー

タ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
就
職
前
後

で
の
認
識
の
齟
齬
を
な
く
し
、
ま
た

総
社
市
内
の
企
業
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
高
校
生
10
名
と
保
護

者
２
名
、
さ
ら
に
進
路
指
導
の
高

校
教
諭
8
名
が
参
加
し
、
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
と
座
談
会
の
二
部
構
成
で

行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
講
師
に
コ
ォ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
の
窪
田
司
氏
を
お
招
き
し
、「
就

職
し
て
か
ら
違
う
と
な
ら
な
い
た

で
岡
山
指
月
㈱	

松
本
陽
向
さ
ん

が
表
彰
状
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
優
秀
賞
の
中
で
代
表

し
て
作
品
２
編
の
発
表
が
あ
り
、

ヒ
ル
タ
工
業
㈱	

松
浦
健
太
さ
ん

と
吉
備
信
用
金
庫	

瀧
上
朝
香
さ

ん
が
、
新
入
社
員
に
向
け
励
ま

し
を
含
め
体
験
文
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

第
２
部
研
修
会
で
は
、
コ
ォ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
代
表
取
締
役	

窪
田
司
氏
よ
り
「
適
正
に
と
ら

わ
れ
ず
に
活
躍
す
る
社
会
人
に

な
る
方
法
」
と
題
し
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

な
が
ら
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
新
入
社
員
に
緊
張
の

様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
研

修
が
進
む
に
つ
れ
て
和
や
か
な

様
子
と
な
り
次
第
に
笑
顔
も
見

ら
れ
る
明
か
る
雰
囲
気
で
、
同

じ
テ
ー
ブ
ル
・
グ
ル
ー
プ
内
で

交
流
を
深
め
な
が
ら
活
躍
す
る

社
会
人
に
な
る
た
め
の
方
法
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

総
社
市
で
新
た
に
働
く
若
者
を
激
励

総
社
市
の
雇
用
実
態
を
研
修

高
校
生
に
向
け
て
総
社
市
内
の
企
業
を
Ｐ
Ｒ

新
卒
就
職
者
歓
迎
研
修
会

第
１
２
３
回
通
常
議
員
総
会

第
２
回
就
職
を
考
え
る
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

● 

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
考
え
方

　

 　

米
国
で
の
業
績
妥
当
性
の
研
究
で
は
適
正
（
性
格
な
ど
）
に
お

け
る
影
響
は
小
さ
い

　

 ⇒

自
分
に
合
う
業
種
・
職
種
を
探
し
求
め
る
よ
り
、

　
　

 

職
業
に
合
う
よ
う
な
自
分
に
成
長
す
る
ほ
う
が
効
率
的

（
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

　

 ⇒

働
く
人
が
自
ら
仕
事
を
再
定
義

　
　
（
仕
事
を
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
に
変
え
て
い
く
）

● 

総
社
市
の
人
口
は
伸
び
て
い
る
が
、
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し

て
い
る

● 

近
年
、
I
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
若
者
が
増
加
し
て
い
る
が
取
り

込
め
て
い
な
い
現
状

　

 ⇒

情
報
が
届
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る

● 

若
者
の
U
タ
ー
ン
希
望
率
は
63
％
で
あ
り
、
理
由
の
半
数
が
両

親
、
祖
父
母
の
近
く
で
生
活
し
た
い
か
ら

　

 ⇒

地
元
就
職
す
る
学
生
の
傾
向
は
「
親
と
仲
の
良
い
子
供
」　

　
　

 

親
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
！

● 

地
元
就
職
を
希
望
す
る
人
を
増
や
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア

　

 

・
奨
学
金
の
返
済
補
助
、
子
育
て
支
援
金
な
ど
支
給
す
る

　

 

・
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
を
つ
く
る

　

 

・
W
e
b
で
の
応
募
や
面
接
を
充
実
さ
せ
る

総会の様子座談会で就活の経験を学生に向けて話す若手社員

写
真
左
よ
り

サ
ン
コ
ー
印
刷
㈱
　
坪
井
美
樹
さ
ん

ヒ
ル
タ
工
業
㈱
　
　
高
田
友
輝
さ
ん

岡
山
指
月
㈱
　
　
　
川
上
椋
雅
さ
ん

研
修
会
の
ポ
イ
ン
ト

● 

就
職
し
て
い
か
に
幸
せ
に
過
ご
せ
る
か
が
大
事
で
あ
り
、
感
じ

て
い
る
人
に
は
創
造
力
が
あ
る

● 

報
酬
と
良
い
会
社
と
の
相
関
関
係
は
な
く
、
い
か
に
仕
事
を
楽

し
め
る
か
が
カ
ギ

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
ポ
イ
ン
ト

め
に
」
と
題
し
て
講
話
い
た
だ

き
、
続
く
〝
先
輩
若
手
社
員
と

の
座
談
会
”
で
は
就
職
の
際
の

決
め
手
や
就
活
の
際
に
悩
ん
だ

こ
と
、
こ
れ
か
ら
就
活
を
始
め

る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

リ
ア
ル
な
声
を
聞
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
終
了
後
に
は
、
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ア
参
加
企
業
へ
個
別
に

質
問
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
個

別
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
今
後
の

就
活
の
参
考
に
気
に
な
る
こ
と

な
ど
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。



パ
ン
＆
グ
ル
メ
わ
ー
る
ど
総
社
マ
ッ
プ
総
社
商
工
会
議
所
で
運
用
し
て
い
る
マ
ッ
プ
で
す
。

総
社
市
の
パ
ン
・
ケ
ー
キ
店
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
で
き
る
お
店
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

YouTube
チャンネル

ｗｅｂサイト

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
も
配
信
中
！

そ
う
じ
ゃ
の
ミ
ラ
イ

ガラス玉づくり体験の様子

平井氏（写真　中央）からの歴史解説

講義をする原田ミキ先生

名刺交換を学ぶ受講生

　

２
月
19
日
（
月
）
か
ら
３
月
7

日
（
木
）
の
期
間
に
、
当
商
工
会

議
所
と
総
社
青
色
申
告
会
が
合
同

で
、「
令
和
５
年
分
青
色
決
算
申

告
個
別
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
社
商
工
会
館
１
０
１
会
議

室
を
会
場
に
、
会
員
事
業
所
限
定

で
開
催
し
、
税
理
士
の
先
生
と
当

商
工
会
議
所
の
職
員
が
対
応
し
ま

し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
5
年
分

の
申
告
か
ら
初
め
て
消
費
税
の
申

告
を
行
っ
た
事
業
所
や
、
初
め
て

会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
事
業
所

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
事
前
の
パ
ソ
コ
ン
会
計

相
談
（
１
月
22
日
～
２
月
15
日
）

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
時
間

の
枠
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
相
談

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
会
計
相
談
で
は
そ
の

　

県
立
博
物
館
を
誘
致
す
る
会
で

は
、
昨
年
に
続
き
、
３
月
17
日

（
日
）、
山
手
公
民
館
の
調
理
室
に

て
、
地
域
の
歴
史
を
学
習
し
そ
の

魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、『
作
っ
て
学
ぶ
！
現
地
で
体

感
し
て
学
ぶ
！
第
12
回
吉
備
の
国

再
発
見
ツ
ア
ー
』
を
地
域
の
小
学

生
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
（
水
）、
総
社
商
工
会

館
４
０
１
会
議
室
に
お
い
て
、
新

入
社
員
や
入
社
２
～
３
年
の
方
向

け
に
「
学
生
か
ら
社
会
人
へ
意
識

変
革
を
促
す
！
」
と
題
し
た
仕
事

マ
ナ
ー
研
修
を
、
講
師
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
株
）

事業所名 住　所 業　種
kipp’s cafe（キップス　カフェ） 総社市山田 飲食業
宅配クック ワン・ツゥ・スリー 総社店 総社市総社 飲食業
ＲＥＯ（リオ） 総社市東阿曽 イラストレーター

コーナー!!コーナー!!新入会員さん 介紹 （R6年3月・4月入会）

令和５年分 青色決算・確定申告相談

書面 電子申告 総数

所得税
申告書 10件 290件 300件

消費税
申告書 1件 85件 86件

（内、今回が初
申告は31件）

　

当
日
は
、
小
学
生
11
名
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
。
最
初
に
研
修
と

し
て
総
社
市
埋
蔵
文
化
財
学
習
の

館
館
長　

平
井
典
子
氏
よ
り
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
「
吉
備
の

国
の
歴
史
・
古
墳
時
代
に
つ
い
て
」

解
説
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
巨

大
古
墳
と
吉
備
の
国
の
大
型
〝
作

山
古
墳
・
造
山
古
墳
（
ど
ち
ら
も

古
墳
時
代
中
期
の
築
造
と
推
定
）〟

を
比
較
し
な
が
ら
造
ら
れ
た
背
景

な
ど
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

社
市
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課 

主

査 

高
橋
進
一
氏
の
指
導
の
も
と
、

ガ
ラ
ス
玉
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

日
本
で
ガ
ラ
ス
が
初
め
て
作
ら
れ

た
の
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら
で

す
。子
ど
も
達
た
ち
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
の
方
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し

み
な
が
ら
、
親
子
で
協
力
し
な
が

ら
励
み
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
ガ
ラ

ス
玉
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
上

飛
鳥
時
代
に
作
ら
れ
て
い
た
ガ
ラ
ス
玉
づ
く
り
を
体
験

　
第
12
回
吉
備
の
国
再
発
見
ツ
ア
ー

あ
な
た
の
働
く
姿
が
、
職
場
を
明
る
く
す
る
実
践
研
修

　
会
社
で
使
う
仕
事
マ
ナ
ー
研
修

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
ス
タ
ー
ト
で
消
費
税
申
告
者
増
加

　
青
色
決
算
申
告
個
別
相
談
会

手
く
完
成
し
て
喜
ぶ
顔
や
必
死
に

頑
張
る
姿
が
あ
る
な
ど
会
場
は
非

常
に
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
〝
作
山
古
墳
へ
実
際
に

登
っ
て
体
感
〟
は
、
残
念
な
が
ら

天
候
が
下
り
坂
の
た
め
、
平
井
氏

か
ら
古
墳
山
頂
で
の
解
説
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
半
日
を
通
し

て
知
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
実
際

に
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
る
ガ
ラ
ス

玉
作
り
を
体
感
し
て
い
く
こ
と
で

よ
り
深
く
吉
備
の
国
の
歴
史
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

他
、
会
計
ソ
フ
ト
へ
の
入
力
が
正

し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
、
確
定
申

告
を
前
に
気
を
つ
け
る
点
は
な
い

か
な
ど
の
事
前
確
認
も
行
い
ま
し

た
。

　

申
告
対
応
件
数
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

原
田
ミ
キ
先
生
を
迎
え
開
催
し
ま

し
た
。

　

研
修
の
中
で
は
、
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
断
絶
さ
せ
な
い
た
め
の
積
極

思
考
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
合
意
形

成
を
は
か
る
た
め
「
雪
山
遭
難
」

ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
、
楽
し
み
な

が
ら
問
題
解
決
や
目
標
達
成
を
学

び
、
二
人
一
組
の
ワ
ー
ク
で
は
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
必
要
な
第
一

印
象
の
重
要
性
、
良
く
伝
わ
る
言

葉
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
マ
ナ
ー
の
基
本
で

あ
る
身
だ
し
な
み
、
言
葉
遣
い
な

ど
を
実
践
形
式
の
演
習
を
通
じ
紹

介
、
参
加
者
同
士
で
名
刺
交
換
も

行
い
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
11
社
19
名
が
参
加
、
受

講
生
か
ら
は
、「
笑
顔
を
絶
や
さ
な

い
こ
と
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

る
こ
と
を
意
識
し
て
、
一
日
も
早

く
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
で
す
」（
男
性
、
新
卒
・

１
年
目
）、「
名
刺
交
換
の
仕
方
が

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
研
修

で
は
異
業
種
の
方
と
の
交
流
も
で

き
、
こ
れ
か
ら
は
お
客
様
と
元
気

に
挨
拶
す
る
こ
と
を
頑
張
り
た
い

で
す
」（
女
性
、
中
途
・
１
年
目
）

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

試　験　日▶6月23日（日）
募集受付期間▶5月7日(火)～5月21日(火)まで
試 験 会 場▶総社商工会館
受験料（税込）▶

申 込 方 法▶当会議所の窓口で受験申込書に
　　　　　　受験料を添えてお申し込みください。

試 験 日▶6月9日（日）
受 付 中▶～5月12日（日）まで
試 験 会 場▶総社商工会館
受験料（税込）▶１級 8，80０円
　　　　　　　　２級 5，50０円
　　　　　　　　３級 3，30０円
申 込 方 法▶ネット申込のみとなります。
　　　　　　　　 左記QRコードより
　　　　　　　　お申し込みください。

●お問合せ・申込み　総社商工会議所●
☎０８６６－９２－１１２２

珠算・暗算・段位認定試験珠算・暗算・段位認定試験
脳への刺激で集中力や忍耐力,記憶力がアップ！

簿記検定試験簿記検定試験
全ての社会人にお勧めの基礎知識！

珠算 １級 ２，80０円 準１級 ２，40０円
 ２級 2，00０円 準２級 １，90０円
 ３級 １，80０円 準３級 １，50０円
 ４～６級 １，20０円
暗算 １～3級 １，20０円 4級 １，10０円
 準１～準３級 １，20０円
段位認定試験  3，50０円 (珠算・暗算両方とも受験)
  3，00０円 (珠算のみ)
  １，50０円 (暗算のみ)

2024年6月　日商検定試験のご案内 「給与支払者向け定額減税説明会」のご案内「給与支払者向け定額減税説明会」のご案内
　令和６年分の所得税について定額による所得税の特別控除（定額減税）を実施する
こととされており、令和６年６月１日以後最初に支払う給与等につき源泉徴収を行う
際に定額減税を行っていただくことになります。
　倉敷税務署においては、給与支払者の皆様がスムーズに定額減税事務を行っていた
だけるよう、説明会（事前申込制・無料）を開催していますので、是非ご参加ください。

説明会開催日程
〜説明会の内容（予定）〜
制度の概要に関するDVD上映・職員による補足説明・質疑応答

（令和６年３月１日現在）

開催日 開催時間 定員 開催場所 駐車場

令和６年５月21日（火）

10：00〜 11：00
（60分） 976名 マービーふれあいセンター

竹ホール
（倉敷市真備町箭田40番地１）

425台11：30〜 12：30
（60分） 976名

令和６年５月28日（火）

11：00〜 12：00
（60分） 289名 くらしき健康福祉プラザ

プラザホール
（倉敷市笹沖180番地）

299台13：30〜 14：30
（60分） 289名

※今回の説明会は給与支払者向けの内容となっております。給与所得以外の定額減税に関するご質問には対応できない
場合があります。

　申込方法
右記のQRコードからLINEによる事前申込をお願いします。

　給与支払者向け所得税定額減税コールセンター
定額減税制度における給与の源泉徴収に関する一般的なご質問やご相談を受付しています。

☎0570-02-4562 ［ 受付時間　9：00〜 17：00（土日祝は除く）
全国一律の料金でご利用いただけます。 ］

定額減税の制度の詳細は、国税庁ホーム
ページ「定額減税特設サイト」をご覧くだ
さい。

説明会に関するお問合せ先
〒710-8648
倉敷市幸町２番37号
倉敷税務署　法人課税第１部門
電話086-422-6479（ダイヤルイン）

総 社 商 工 会 議 所 会 報令和6年5月1日 第709号　（2）

なんでも経営相談日
5月27日㈪相談員：経営コンサルタント

　　　　　　近藤　浩幸 氏 6月24日㈪相談員：中小企業診断士
　　　　　窪田　司 氏

税経・事業承継相談日
5月2日㈭、16日㈭
6月6日㈭、20日㈭

税務、事業
承継に関して 雇用相談日

5月16日㈭・6月20日㈭

就業規則、労働
保険に関して

5月24日㈮・6月28日㈮
特許商標相談日特許、著作権

に関して 法律相談日

5月17日㈮・6月21日㈮

債権回収、相続等
法律に関して

事業の悩みについてお気軽に
なんでも相談できます。

予約制無 料 相 談 日 5月・6月

税理士の

弁理士の

社労士の

弁護士の

IT個別相談日 希望者により随時開催中IT導入・補助金
に関して ＩＴコーディネー

タの

事前申込制


